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品川論文にあるように、ディスレクシアという

特性のある子どもや大人は、周囲の人々が予想も

しない「生きづらさ」を抱えて日常を過ごしてい

る。そのような人たちの一部は、スピルバーグ監

督のように何かを見出し周囲に支えられて、自ら

歩み出す力を身に付けていく。しかしそのような

人は少ないのであろう。多くの人たちが、読み書

きの困難の故に人間としての価値を切り下げら

れ、その困難の外に持つ特性を活かすことができ

ないまま、彼らの人生を終えることになる。

ディスレクシアという特性のある子どもが、彼

らの人生を歩む力を身に付けていくために、教育

の果たすべき役割はとても大きい。通級指導教室

における指導や中学での英語の指導などが適切に

行われていけば、彼らの持つ「生きづらさ」は薄

められていくと期待し得る。しかしそのためには、

彼らの持つニーズに合わせた取り組みが必要なの

であり、そのためには彼らと「共同戦線」を組む

ことが求められるのである。

山下論文からは、読み書き困難を抱える子ども

たちが「勉強」への意欲を失いつつも、学ぶこと

への欲求をかろうじて保っている姿がみえてく

る。子どもの学びへの意欲を引き出すためには、

その子どもをよく観察することが必要であり適切

なアセスメントも重要であることがうかがわれ

る。教師のもつ指導スキルは、子どもの実態とマッ

チして初めて効果を持ち得るのである。そして、

指導に応じて子どもの内部にどのような変化が起

きているのかを予想し、その予想＝モデルを修正

しながら子どもの実態に迫ることが望まれるので

ある。山下論文における実践には、子どもと「共

同戦線」を張りながら子どもの実態に触れようと

する姿勢が現れており、教育実践の方向を考える

報告として興味深い。

村論文は、英語の読み書き困難のある子ども

への支援に関するものである。日本語の読み書き

に困難のある生徒にとっては、中学であらたに英

語を「勉強」することは、ようやく慣れ始めたこ

とばの学びにさらに困難をつきつけるものとなり

がちである。日本語と英語の言語的諸構造の違い
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を踏まえたうえで、時間をかけてその子どもに

あった指導を積み重ねていけば、読み書き困難の

ある生徒であっても、少しずつ英語への学びが深

まっていくことがうかがわれる。それは、他の子

どもたちよりもかなり時間がかかるかもしれない

が、子どもが高等教育に進んだときに学びのだい

じな基盤になっていく可能性は決して小さくな

い。現に私たちが関わった事例の中に、読み書き

困難の故に苦手だった英語が高等教育では得意科

目になったという人もいる。その子どもにあった

学びの姿を、社会が積極的に認めていくことこそ

必要なのである。 村さんは基礎的研究として、

脳が極めて短時間のうちに、文字刺激を視覚的／

音韻的に処理していく過程を調べているが、その

ことが適確な臨床的実践を作り出すことにつな

がっているといえる。小学校において英語の導入

が始まっているが、読み書き困難を抱える子ども

たちとともに導入に取り組む姿勢が重要となろ

う。

小泉論文は、いわゆるギフティッドと呼ばれる

特性をもつ子どもたちとの関わりについての報告

である。欧米諸国では、キリスト教文化を背景と

して「天賦の才」を積極的に育てることを認める。

しかし近年、「天賦の才」を有する子どもたちが、

必ずしも「恵まれている」わけではないことが示

されるようになってきた。それは、彼らの認知機

能に強いアンバランスが見出されることが少なく

ないからである（Vaivre-Douret,2011;Budding,

D., and Chidekel, D., 2012）。アメリカにおいて

は近年、彼らに2E:twice exceptional、すなわち

平均外の認知能力を有する部分と、発達障害的特

性を有する部分があるという認識が生まれるよう

になってきた。彼らはそのような意味で二重に疎

外されており、特別な教育的ニーズを有するとみ

なされている（中村・水内，2010）。小泉論文では、

その認知的アンバランスをWISCという知的機

能を測定する検査をツールとして検討し、また事

例検討の中で自らかかわってきた生徒の生きづら

さについて考察を加えている。

近年、日本における少子化への対応が論じられ

ている。知的機能の高低と結びつくような教育的

価値観から離れ、その子どもの抱える困難の外に

ある特性を活かすような教育システムを構築し、

一人ひとりの子どもを活かすことが、日本の将来

にとって重要なのではないだろうか。

聞く・話すという機能と異なり、読み・書きに

対応する脳の機能は、生物の進化からみれば、ヒ

トにおける必須の装備なのではなく、関連機能の

リサイクル的利用に基づくと考えられる（Wolf,

2007;Dehaene and Cohen,2007；室橋，2012）。

読み書き能力の習得は、日本においては明治期以

降、学びの基礎として義務教育の中で必須のもの

とされるようになった。しかし、読み書きに適し

た脳をもつ子どももいれば、そうでない子どもも

いるのである。読み書きの習得を義務教育の基礎

的柱とするのであれば、一人ひとりの子どもの脳

機能に見合った指導を実践することが大人の義務

であるといえよう。現場においてそのような実践

が可能となる義務教育システムが整備される必要

がある。
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